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岐阜県福祉サ－ビス第三者評価事業評価結果表 

 

  ①第三者評価機関名 

ＮＰＯ法人ナルク岐阜福祉調査センター 

 

  ②事業者情報 

名   称：岐阜市立岩野田保育所 種別：保育所 

代表者氏名：永屋 日登美 定員（利用人数）：106名 

   （定員） （110名）  ： 

所 在 地： 岐阜市三田洞東1丁目18番5号  ℡ 058-237-3822 

 

  ③総  評 

◇特に評価の高い点 

〇施設、入所児童数 

 昭和43年5月1日岐阜市立の保育所として設立された。木造瓦棒葺平屋建（690.85㎡）、築後

４９年経過しているが、建物はよく手入れされ、平成２５年には耐震工事も完了しているので安心

である。当初定員は１２０人で開所し一時期には定員１５０人の時もあったが、現在の定員は１１

０人である。１歳児から５歳児までの児童が入所し、所長以下保育士、調理員など２５名の職員が

日々の業務に精励している。 

〇立地条件、周辺の環境 

 保育所は岐阜市の北東部に位置する。保育所の西にはバス路線が縦断しており、市街地を包み込

むように南、東、西部には森林や丘陵地がある。南には、「ながら川ふれあいの森」を中心とする

百々ヶ峰があり自然・歴史景観に恵まれた地域である。保育所周辺には自動車教習センター、地域

の避難場所でもある岐阜薬科大学があり、バス通りから少し奥まった場所なので静かな環境に恵ま

れている。 

〇保育の基本方針、理念 

 岐阜市公立の保育所は統一した保育の理念・保育所の基本方針を掲げている。すべての乳幼児の

幸せのために、子どもの主体性を尊重し人権を守ること、そして職員の専門性と人間性を高め、愛

情と信頼に満ちた環境の中で子どもたちにとって最もふさわしい生活の場を提供すること、更には

家庭での子育ての支援、地域での子育てを積極的に支援することを保育の理念として「子どもの最

善の利益の保障」「子どもにとって最もふさわしい生活の場の保障」「家庭援助や地域における支

援の積極的な推進」の３項目を定めている。 

 理念に基づく基本方針は、4項目から構成し「子どもの発達援助」では生きる力の基礎を育む保

育・教育の推進、「子育て支援」では子育て家庭の養育力の向上、「地域の住民や関係機関との連

携」では子どもを核としたより良い地域との連携、「運営管理」では施設運営の質の向上を掲げて
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いる。更に各項目ごとに事細かく基本方針を推進するにあたっての取り組み方針が定められている

。 

〇訪問調査の印象、特徴点 

 在籍する子どもたち108人全員が元気である。訪問調査中寒中の肌寒い気候であったが、病気

等による欠席者は皆無であった。 

 公立保育研究会の一環として行われる他保育所との合同公開保育研修では、岩野田保育所のテー

マを「丈夫な体づくり」とし12保育所から13名の保育士の参加を得て運動、遊びを通じた体づく

りの公開保育が行われた。 

 自己評価への取り組みは真摯であった。評価項目に関する自分の意見を事前に提出しておき、研

修会の場では自分の保育の振り返りだけでなく、他の保育士の意見や考えを聞き、活発な意見交換

を行うことによって共通理解を深め資質向上と自己研鑽の場とした。研修会の都度、評価項目ごと

に交代で書記（記録係）を担当した。自己研修は8月から10月にかけて7回実施され、評価項目に

よっては長時間となることもあり、研修には正規職員、嘱託職員、臨時職員、パート職員、調理員

等全職員が参加した。 

 異年齢交流は室内遊び、室外遊びが活発に行われ、お店屋さんごっこでは、保護者の協力により

大根・にんじんなど本物野菜の販売も体験していた。１・2歳児の午睡が終わる14時30分になる

と、年長さんがやってきて、毛布をたたんだり、着替えを手伝ったりする光景も見られた。 

  

◇改善を求められる点 

 

  ④第三者評価結果に対する事業者のコメント 

 第三者評価を受審するにあたり、その目的は何かを全職員が理解し、これを機に更に保育の充実

を図っていく事といたしました。評価項目に沿って、日頃自分たちが行っている保育内容が市の保

育理念、保育方針に沿っているかどうかを再検討しながら取り組みました。そして、どの項目に対

しても保護者や保育所を取りまく方々への保育ニーズを頭に入れた保育を主眼に受審する事とし

ました。 

 ケース会議、ヒヤリハット、園内外の公開保育、自己評価チェックリスト等を活用し、課題を職

員が共通理解をもって取り組み、より質の高い保育サービスの提供ができるようＰＤＣＡサイクル

を活用して進めていく事ができました。また、マニュアルを作成し職員が共有することで、更なる

円滑な保育運営につなげていくことができたと考えております。 

 今回、第三者評価を受審したことで、職員のプロ意識が高まり、保育の質の向上につながったと

考えています。今後も保護者や地域との連携を密にし、子どもたちの最善の利益を優先した保育を

継続し、更なる質の高い保育サービスを提供できるよう努めてまいりたいと考えております。 

 

 


